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ゼ
A
「
円
以
の
参
院
渇
か
ら
選
挙
棺
年
齢
が

「日
鵡
以
上
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
中
で
、

0
1灯
時
の
子
供
に
投
諜
概
を
与
え
、
親

が
権
利
を
代
行
す
る
「
ゼ
ロ
蹴
選
挙
権
」
へ
の
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る
。
巡
行
す
る
少
子
高
齢
他
を
念
頭
応
、
子
育
て
世
代
の

声
を
闘
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
構
想
だ
。
理
現
へ
の
ハ

ー
ド
ル
は
高
い
が
、
大
阪
維
新
の
会
政
調
会
一
説
笠
宮
村
洋
文
大

阪
市
長
が
一
百
及
す
る
な
ど
、
一
部
の
政
治
家
が
関
心
を
示
し
て

い
る
と
い
う
。

周
辺
ゼ
口
説
選
第
梅
米
国
の
人
口
統
計
学
者
、
ボ
…

'
b

l
ル
・
ド
メ
イ
ン
氏
が
提
唱
。

将
来
世
代
を
見
据

・

え
た
政
治
的
選
択
の
可
能
性
を
開
く
と
と
も
に
、
少
子
化
・

へ
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
目
的
だ
と
い
う
。
日
本
で

…
は
こ
れ
ま
で
学
者
の
髄
給
が
中
心
だ
っ
た
が
、

平
成
部
年

…

に
衆
院
の
参
考
人
質
疑
で
「
ド
メ
イ
ン
投
開
刑法
」
と
し
て

…
紹
介
さ
れ
た
。
世
界
で
み
る
と
、

2
0
1
2年
に
発
効
し

・

…
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
憲
法
を
め
ぐ
り
、
草
案
作
成
段
階
で

…

釆
成
年
児
震
に
投
票
栂
を
与
え
て
母
親
が
行
使
す
る
l
と

…

い
う
項
目
が
提
案
さ
れ
翰
諮
を
呼
ん
だ
。

良正司事沢幸吉'!i[認定

「法
の
下
の
平
等
や
社
会
の

糊
流
に
照
ら
せ
ば
、
ま
だ
現
実

的
な
議
論
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
将
来
世
代
や
日
本
全

体
の
未
来
を
日
剣
に
考
-九
る
上

で
、
(
ゼ
ロ
歳
選
議
極
付
与

は
)
犠
輸
す
る
価
値
が
あ
る
方

法
だ
と
恩
-つ」

吉
村
市
長
は
4
月
下
旬
の
産

経
新
聞
の
取
柄
に
対
し
、
こ
う

語
っ
た
。

凶
係
者
に
よ
る
と
、
日
本
維

新
の
会
代
表
を
務
め
て
い
た
橋

下
徹
前
大
阪
市
長
も
前
回
の
参

院
過
が
行
わ
れ
た
平
成
部
年
ご

ろ
、
現
世
世
代
の
声
を
政
治
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に

「
将
来
的
な
議
論
が
必
要
な
テ

ー
マ
」
と
関
心
を
寄
せ
て
い
た

ゼロ歳選挙栂をめぐる主な動を

米の人口統計学者ポール・ドメイン氏力濃鴎

ドイツ級会で「子供Ii察従jとしてi富論にはる

湾びドイツ議会で湯治されたが、導入されす

B本の学者らがドメイン氏と総合研究開発
緩掲(NIRA)で対蛾.ハンガリー新憲法の草
案作成過程で般論r:れたが、盛り込まれす

家護院の参考人質疑で忍り上げられる

と
い
う
。

人
口
が
多
い
高
齢
者
間
は
国

政
選
挙
で
の
投
票
率
が
高
く
、

政
府
側
も
そ
う
し
た
回
の
窓
見

を
怠
織
し
た
施
策
が
少
な
く
な

い
と
さ
れ
る
。
大
阪
部
構
想
の

賛
否
を
問
う
た
昨
年
春
の
住
民

投
票
で
も
、

高
齢
世
代
が
「
反

対
」
に
回
っ
た
と
の
指
摘
が
あ

る
。大
阪
市
の
平
成
お
年
度
予
算

で
5
揖
児
の
教
育
費
無
償
佑
を

実
施
す
る
な
ど
、

吉
村
市
長
は

子
育
て

・
現
役
世
代
務
霊
視
す

る
施
策
を
多
く
採
用
。
中
学
校

給
食
や
子
供
の
医
療
費
助
成
の

広
充
な
ど
も
掲
げ
、
計
1
0
0

億
円
以
上
を
投
じ
る
。
吉
村
市

長
が
ゼ
ロ
一
蹴
選
挙
権
に
信
及
ず

る
荷
策
に
は
、
子
育
て

・
現
役
-

世
代

pd戸
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ

る
方
策
を
探
り
、
問
題
提
起
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
ゼ
ロ
歳
溜
世
帯掘
に
関
し
、
法

政
大
の
小
純
一
正
教
国
民
(
公
共

経
済
学
)
は
「
世
代
人
口
の
多

い
高
齢
者
の
怠
思
が
反
映
さ
れ

や
す
い

叫
政
治
の
高
齢
佑
』
が

進
む
中
、
各
世
代
の
声
が
均
等

に
政
治
に
届
く
た
め
の
方
策
と
一

し
て
、

蟻
輸
を
深
め
る
必
喪
が
)

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

一


